
01. 課題設定

02. 敷地選定

03. 設計コンセプト 設計ダイアグラム

　コロナウィルスによって、社会は生活スタイルの大きな変化を強いられることとなった。オフィ
スにおいてもオンライン化が進み、十分に意思疎通が可能であることが浸透した。仕事のオンライ
ン化は、現在の情勢によらず、将来的に訪れるであろう。しかしながら、多くのオフィス建築はこ
の変化に対応していない。
　今後、全員が出社し業務を行うことは非効率となる。都心のオフィスは、「社員の数」から打ち合
わせなどの「機会の数」へと変わる。単純な作業よりも人との直接的な会話によって生まれるクリ
エイティブ性がオフィスにおいて重要視されるようになり、機能とともに空間モジュールなども変
化すると考えられる。私たちはこのオフィス利用の変化に対応した新たなオフィス空間を提案する。

　今回は東京のオフィス街の中から、環境的なポテンシャルが高いであろう、皇居周辺ー臨海部に
及ぶ風の道が存在するエリアに焦点を当てた。そして利用度の高いであろうターミナル駅周辺かつ
河川付近という理由から、今回の品川の地区を選定した。

　単純作業から打ち合わせという目的の変化か
ら、よりイノベーションを生みやすい空間を構
成する。視野内に緑や屋外の景色があったり、
合間の時間に階段を使用するとクリエイティブ
な活動が捗るなどという既往研究 (*1, *2) を参考
に、床を中央で半階ずらし、メインの執務空間
を階段で挟んだ。
　東には河川の冷涼な風が流れる外部空間をつ
くり、上階でも屋外に出られる環境を整えてい
る。また、各社専有の利用を想定している西側
の空間は、西日によって温熱環境に問題を抱え
ている。そこで、回転機構を有するルーバーを
採用した。角度を調節することで利用者の好み
や季節、天気に合わせた空間の温熱環境をデザ
インすることが可能である。
*1. オフィス内歩行活動による知的生産性向上効果に関する被験者実験 , 小川
ら , 2016
*2. Effects of biophilic indoor environment on stress and anxiety recovery: 
Abetween-subjects experiment in virtual reality, Jie Yin et .al, 2020
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風の道

　日中と夜間では、日中の方が
より温度差が大きいため、日中
の風を取り込むことができるよう
に設計する。

臨海都市における中小河川の風の道と
しての効果 -東京・目黒川における微気
象観測-, 成田ら, 2010

04. 設計プロセス
　月ごとの一日の気温と
湿度変化の分析から、日
中と夜間の各季節の温
度差や大まかな気温・湿
度分布をつかんだ。

08. 気象分析 月ごとの1日の温度変化を月ごとにプロットした
気温分布図
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09. 風解析

　快適域を除いた条件で、各季節を定義した。
・夏期：28℃以上、かつ、湿度70%以上
・冬期：17度以下、かつ、湿度40%以下

06. 敷地周辺の環境特性05. 敷地分析

11. 快適域の解析から中間期の定義10. 夏期と冬期の定義

　品川駅付近は、ビジネスマンが多く行き交うオフ
ィス街であり、本敷地は、駅から東西方向に伸びる
メインストリートを通って、徒歩5分の場所である。
　広域で見れば、臨海部の河川や緑地と、巨大な駅
周辺のビル群の境にある敷地といえる。

07. コアンダ効果
　通常の長方形平面では、隣地建物と連続してしま
い、うまく風を取り込めない。そこで、平面形状を、
流線形にすることで、取り込めないかと考えた。
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解析条件
・場所：東京_羽田
・2014年～2018年の気
象データを使用

　解析ツールLadybug
にて、風向・風配図を算
出した。右図から、季節
によって、風向が南北に
異なることが分かる。
　そのため、この季節ご
との風をうまく組み込む
ような建築を目指した。

　快適域を、UTCIの気象解
析、および、気温と湿度条
件から定義した。

・中間期（春）：4月-6月
・夏期：7月-8月
・中間期（秋）：9月-11月
・冬期：12月-3月

東京羽田の月ごとの快適域（-0.1~0.1）のみを示
した図（屋外空間の快適性）

敷地周辺環境分析 基本設計 詳細設計
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風解析

日射解析
パラメトリック

デザイン

ルーバー 外部空間ボリューム検討 自然換気

LadyBug

臨海部の風

西面と東面
西面は、隣地ファサー

ドが連続しており、ビジ
ネスマンなど、人通りも
多い場所になっている。
東面は、海側を向いてお
り、敷地すぐを南北に流
れる河川が存在する。

東京海洋大学
キャンパスメイン

ストリート

品川駅

　東京都は、品川駅周辺の臨海
部を、羽田空港やリニア新幹線
など、未来の交通の担い手として
位置づけ、デザインガイドライン
を策定している。
　そこでは、南北の「風の道」を
設定している。本設計においても
、この風の道を意識する。

　既往研究より、臨海部では、海
風の影響で、海岸では、市街地よ
り日中で最大4℃の温度差がみ
られることが分かっている。

（観測年:2005年）
　そこで、本設計では、その海風
を取り込めるような形態をスタ
ディしながら、設計を進めた。

風の道

「品川駅・田町駅まちづくりガイドライン2020」より作成
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各社占有スペース ボイド
半外部空間 メイン執務空間

東面の川上を通る
冷涼な風を取り込む冷涼な風を取り込む

自由に移動可能な
スキップフロア
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西側外観パース 東側外観パース

気海をとらえる
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ルーバー：Aℓ押出型材
ふっ素樹脂焼付塗装

Low-E 複層ガラス
厚 10＋空気層 12＋厚 10

平面詳細図（夏期）
     　1/10
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アルミニウム (Al) ルーバーの機構
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D. 南風とセットバック 春 夏 秋 冬

夏期日射取得量を最小になる
検討をした。（GHの最適化処理）

1. 夏期の日射取得量

角度（北＝０°）
175

5
10

170

日射取得(kWh)
26539
26713
27010
28006

冬期日射取得量を最大になる
角度を検討した。（GHで最適化）

2. 冬期の日射取得量

角度（北＝０°）
155
150
145
140

日射取得(kWh)
26838
26587
25969
25682

　日射において、夏期は、最大取
得、冬期で最小取得になるように
、ルーバーの角度を検討した。

　中間期には、壁面側に風を取り
込むめるように、ルーバーの角度
を回転させることができ、風を取
り込むのに適切な角度を保つこ
とができる。

3. Alルーバーの年間両立

132°

140°

88°

40°
押し型Alルーバー 

ガラスルーバー 壁面に風が入っている事が確認できる。 風が壁面に入っている事が確認できる。

 　西面は、西からの直達日射を、夏期は日射を最大限遮断し、冬期は最大限取り込めるようなファサードを日射・風の観点
から設計した。
　本敷地は、季節に応じて風向が南北で変化するため、中間期において異なる風向を捉える必要がある。そのため、回転
機構を持つ3枚羽ルーバーを採用し、各季節に必要な風や日射へのアプローチを可能にした。
　日射解析では、各季節でGrassHopper(GH)を用いた日射取得の最適化を行なった。そのうえで、中間期に風の流入が可
能になるような、羽の角度をCFD解析を用いて、検討した。

10° 30°40° 40°

Ⅰ. 形のボリュームスタディ

　敷地分析から、夏期の南からの風を取り込める形態のスタディをした。
その結果、コアンダ効果が期待できる流線形に着目することにした。

A. ボリュームスタディの着想

B. 曲率と南風の関係性
　流線形で、南風をうまく建物に引き込めるような形態をスタディした。
解析から、曲率があることで、風が北側で干渉していることが分かった。
また、東側は敷地からセットバックした方が、風を取り込めるというこ
とを発見した。

2. 西面のファサード境界条件
風速：3m/s
温度：25℃
入力風向：南南西
領域：1000m*1200m*450m

グリッド幅：10m

検討項目
・南風の流入
・セットバックしたこ
とによる効果

検討項目
・川上の南風の建物側
に流入する割合

・建物周辺の風環境

3. 東面バルコニーの検討
　冬期に、北面の日射量が大きいことより、テラスの配置を決定
した。また、夏の日射量を遮るバルコニーの長さを検討した。

年間 (1/1~12/31) 積算日射量
最大値：1500(KWh/m²)

冬期（12/1~3/1) の積算日射量
最大値：350(KWh/m2)

C. 曲率と北風の関係性
　今度は、冬期の北風の CFD 解析を行なった。その結果、壁面に沿う風
はほぼ無風であり、そこまでの差がないことが分かった。

冬季
風向：北
温度：25℃
風速：3m/s

　北風の影
響は、とて
も少ない。

境界条件
風速：3m/s
温度：25℃
入力風向：南南西
領域：1000m*1200m*450m

グリッド幅：10m

N

　B,C の結果から、今度は、夏期の南風を取り込めるような形態をスタ
ディして、CFD 解析を行なった。南側をセットバックしたパターン 03 が、
風の流れがスムーズであるため、パターン 03 に決定した。

検討項目
・南風の流入具合

境界条件 ,
グリッド幅：10m
解析領域：1300m*1500m*450m

検討項目
・北風の遮り具合
境界条件
グリッド幅：10m
解析領域：1300m*1500m*450m

夏季
風向：南南西
温度：25℃
風速：3m/s

　パターン
01 は、風向
が乱れてい
るが、パター
ン 03 は、建
物に沿って
風が流れる。
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セットバックしたモデル 検討項目
・テラスの配置の仕方
・バルコニーの突き出し

解析条件
気象データ
東京（羽田）の 2014 ～
2018 年の観測データ
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1500
1350
1200
1050
900
750
600
450
300
150

kWh/m²

<0.00

350
315
280
245
210
175
140
105
70.0
35.0

kWh/m²

<0.00
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kWh/m²
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パターン 03
↓

パターン 04

吹抜

吹抜

吹抜

トイレ

ミーティングルーム

EV
ホール

テナント専有室

テナント専有室

テナント専有室

テナント専有室 バルコニー

外階段

廊下

40,000
8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

50,000
10,000

10,000
10,000

10,000
10,000

屋外空間

A A’

ミーティングルーム

執務スペース

40,000
8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

6,000
4,000

4,000
4,000

4,000
4,000

4,000
4,000

4,000
4,000

最高高さ　42,000

執務スペース
専有執務スペース

18.3          19.7          21.0          22.3          23.7          25.0

A-A’断面図　1/200　及びCFD解析結果

２階平面図　1/200

　中間期には１階南西部のエントランスから風をとり込み、
中央の吹き抜けを通して屋上のハイサイドライト及び各階
の東面に風を抜く自然換気を行う。CFD解析の結果、東側の
執務スペースを空気が流れている様子が確認できる。1F エントランス

執務空間


